















































っています。人文社会系の教員約 250 名のうち 31 名が外国語センター勤務です。その内訳





2. 平成 23年度新カリキュラム導入へ向けての経過 
 新しいカリキュラム導入に向けての経過としましては、まず、平成 19 年 4 月に当時の筑
波大学の岩崎洋一学長が「教養教育の再構築」を宣言したことをあげなければなりません。






 新カリキュラム検討のための資料収集として、まず、平成 20 年 7 月から 8 月にかけて他
大学の視察を行いました。調査対象は 8 大学で、これは「教養外国語（英語）教育につい
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 平成 22 年度までのカリキュラムでは、1 年生だけにしか必修の英語科目が開設されてい
ませんでした。科目は通年開設で 3 科目あり、それぞれ、読解（reading）、コミュニケー
ション（speaking）、聴解（listening）または作文（writing）に関するもので、計 4.5 単位
でした。筑波大学は 90 分授業ではなく 75 分授業なので、1 科目の単位が 1.5 単位と中途半
端です。平成 23 年度に、1年次の英語科目は、科目数は 3 科目と変わらないものの、名前
と内容を刷新しました。また、2 年次の必修科目として「専門英語基礎演習」を作りました













































































































 他大学視察では、六つの調査項目（ 教養外国語教育の理念と目的、 英語科目のカリ




















結局、旧カリキュラムの課題として、 理念・目的の明確化、 2 年次以降の学生への
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